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　6月定例市臓会から一

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
な
ど
を
改
め
ま
し
た

日
向
市
駅
前
の
自
転
車
駐
輪
場
を
整
備
し
ま
す

観
光
案
内
板
を
整
備
し
ま
す

市
庁
舎
と
3
支
所
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
チ
ャ
イ
ム
を
設
置
し
ま
す

　
六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
七
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
十
八
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
十
四
件
、

会
期
中
の
議
員
提
出
議
案
一
件
の
計

十
五
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
軸
目
合
は
、

．
応
能
〔
所
得
割
・
資
産
割
｝
、
応
益
〔
均

等
割
・
皿
－
堕
ナ
割
）
の
負
担
割
八
日
が
5
0
対
，

50

ﾆ
な
る
の
が
理
想
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
市
は
、
昨
年
度
ま
で
そ

の
割
合
が
5
8
村
4
2
で
し
た
そ
こ
で
．

へ
，
回
の
改
伍
で
は
．
〃
貝
担
割
へ
目
を
5
7

村
4
3
と
し
、
で
き
る
だ
け
理
想
に
近

づ
け
ま
し
た
糺
果
、
中
間
所
得
層
の

税
負
担
率
が
若
干
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
も
な
内
容
は
、
丁
課
税
最
高
限

度
額
を
四
日
．
一
万
田
U
か
ら
四
レ
四
万

円
に
引
き
E
げ
た
こ
と
。
⑤
廿
賦
課
削

合
の
改
正
、
⑤
．
そ
れ
に
伴
う
税
率
を

所
得
割
は
三
等
．
し
％
を
七
・
年
八
％

に
、
資
産
割
は
一
．
六
・
ご
瓦
％
を
．
．
．
．
．
・

　
一
六
％
に
、
均
等
割
の
二
万
二
干
二

百
円
は
据
え
置
き
、
平
等
割
は
、
一
万

二
干
六
百
円
を
二
万
頃
f
T
三
百
円
に

そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
こ
と
。
④
低
所
得

者
に
対
す
る
軽
減
措
置
の
基
準
と
軽

減
額
を
改
止
し
た
こ
と
一
な
ど
で
す
。

　
日
向
市
駅
前
の
環
境
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
ロ
ー
タ
リ
ー

の
全
面
改
修
を
行
い
ま
し
た
が
、
本

市
の
表
玄
関
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
．
利
用
者
の
利
便
を
図
る
た
め

へ
－
年
度
は
、
自
転
卓
玉
山
場
を
車
備

し
ま
す
．
．

現在の駅前の自転車置場

　
馬
ケ
背
か
ら
美
々
津
の
町
並
ま
で

多
数
の
観
光
資
源
を
有
す
る
本
市
を
、

市
民
の
み
な
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
観

光
客
に
も
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
体
系
的
に

観
光
案
内
板
を
整
備
し
ま
す
．

はまぐり碁石の里に設置してある案内板

　
現
在
．
市
庁
舎
と
細
島
、
岩
脇
、

美
々
津
の
．
．
．
支
所
で
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
一
「
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
彪
　
メ
ロ
デ
ィ

ー
チ
ャ
イ
ム
に
変
え
る
こ
と
に
よ
ー
ー
、

亀
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境

の
車
．
備
を
図
り
ま
す
．

　市は、長崎県1島原普賢店火山災書の義援金を受け付けていますが．

7月8rlまでに受：け付けた分を掲載します．

〉老入ホームひまわり寮自治会〉岩切酒店〉．市役所1；果長困じ〉昨i役所

係長会［＞llf区［由i転理、県〉皆本威〉黒木正彦〉富高薬局本店・同［〉服

部裕．＝D＞米谷真弘〉ず匹11野器哲〉．岩切すず代〉日1∫ll地区鉄．工協同組合

〉市総務課圧助会〉・ぐ一バー・ナス［〉．ヒ村スミ＞li高基．秀〉区艮公

民館長連合会〉倉本鉄L〔株）親睦会レIEI際ソロプチミスト日向〉市

1｝i民課市民生活係〉松永イ．1＞黒イ‘安徳〉上日向タクシー従業員．一

同〉公園通り区〔1～38班）〉黒木満盛〉金丸守〉．．南春隆〉松ノ‘ト

シ1先〉根之木民次匡〉吉野IL代〉椎．葉允司〉本橋健．と：［〉那須う芒司〉円

中博〉山口奈津1㌦レ枝｝村．知r＞フェll一ライン従業員．一同〉日向台

美人会・同〉村田正美〉日向市レi辞館職貝・同〉鈴木茂r＞佐藤善

高〉宮崎日日斯「用日向支部販’ノ己所〉巾掃会教ず1rl果〉彩．友会・同じ〉不

動いB教室・同〉黒木重刻£〉三股病院職冥　．同＞fp木政市〉大王谷

中学校サ．．／カー部後抄会〉堀　・与区婦人会〉日向r励主試裳婦人部．一

同＞li向地区：．廷II士業協会〉〔有）キャンパス1，並某員・ilij＞日知屋たん

ほほの会〉門脇r．恵美じ〉出先雄　．〉児k曹x…∫・〉坂本聖〉児k登異

r．〉租田勝典〉坂4沌明〉佐藤伸liJ＞肚り冠〉富島心髄＞9イヨー一電

気［＞11ゴ小・中’γ二f養：校主く会〉西村重春〉高lllH召太正！F～レrt二目少区　〔L～Il

班1＞松川ミチf・〉LF岩小学校児’詮．同〉惚野美和r．〉美々澗小学

怯児硫．同〉枝沢ぺ亜f・〉村川時丸〉岩脇中学校PTA＞後1参松rli

　以L、78名〔団体）から1．100、Ol）0円の義抜金が寄せられています．

【シンボルマーク】　　　　　全国各地から、シンボル

　　　　　　　　　　　　マ．．ク531点、キャ　チフレ
　　　◎　　　　　　　　　　　　一て．1652ノ「ノ）延二募力・あり、

　　　　　　　　　　　　6月5Hに審傑会を開いた
　　　　　　　　　　　結果、それぞれ最帳秀賞1
　　　　　　　　　　　点、優秀賞5占が汰まりま
　　　　　　　　　　　　した．
　　　　　4り・。　秀妄毒…翻狸；セ’最「憂

【キャッチフレーズ】

2太陽を　仰ぐえがおが似合うまち・ひゆうカも

と　 き■8月1〔〕11〔i：）　19：30～21：（．）0
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　※ビなたで．も参1川〔〕Kl
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7ごんぎつね．
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ご水色のハンカチーフ三

（写1映璽　21りナ
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1商日「自」コ．こ王疋直｝　　1311｝30つナ

辛III　l∴㌧　上．こ　王く食官　　1611．芋DOっ｝

噌1　りξ　ユ■こ　王忌負官　11911与⇔〔．）つア

㊤
日

　
●

◎
日

8月

レ中央通線く富島高校前〉

，．．

i目）レロックコンサート〈号麗ンノ←ク〉

．日レ花火大会〈細島商業港〉

／．、

　「

1．

ど

も

大
ノ
＼

気

の
ノく

たす
、1己が．踊

念　　リ
1　／鳶は
　　　「1

　　は　li

最

終
日

市　’

制

地口
のflン）

／匹1

ド．日

　　に
カ

四

　　　日

周間
年で．

フ
カ
フ
ド
ゴ
シ
コ
　
を
ゲ
ス
ト
に
哩

え
て
の
ロ
ワ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
と
花
火

た
ヘ
ム
が
行
わ
れ
ま
す

　
祭
り
は
、
．
、
臼
の
臼
後
ヒ
専
．
・
．
レ

．
励
か
ら
、
出
向
郵
便
局
．
南
…
側
λ
テ
ー

二
、
開
か
れ
る
開
ヘ
ム
行
嘱
で
開
叡

こ
こ
て
、
「
．
糊
、
長
ひ
ま
わ
丑
力

発
姦
が
あ
り
ま
す
　
　
　
．

　
　
　
コ
ダ
ゴ
テ
　
タ
カ
　
　
　

ラ
　
ヘ

　
メ
ー
ン
’
f
漆
ク
腓
り
ブ
ノ
レ
ー
ド

は
、
乍
後
・
へ
専
か
ら
、
ス
テ
ー
／
東

側
ゾ
ー
ン
で
繰
り
唾
け
ら
れ
ま
す

　
．
．
．
日
は
乍
後
、
．
時
か
ら
開
麻
．
「
物

産
展
一
、
一
．
．
r
レ
一
・
も
ふ
れ
あ
い
広
阻
吻
．
　
、

「．

D
．
中
学
快
吹
丸
幅
　
、
歌
f
の
水

木
－
入
介
瀞
、
、
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
の

「
歌
意
曲
選
f
権
大
会
．
「
　
声
と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
で
お
一
へ
し
み

／
＼
だ
瀞
ご
い
．

日
　
＞

2

f菱7比￥30うナカ・らμ訂≦セ∫℃て』馳

3日

　〉歌賊曲選予椿大会（ゲ．スト歌手　水木大介）

　［〉中学校吹奏楽

　〉物産展
〉∫どもふれあい広場

　〉カフカフドゴシコ・コンサート

4日

　〉ロック・コンサート〔：日向岬グリーンハーク
　　　　＊カフカフドゴシコ　ゲスト出演

［〉花二火ノく会〔糸田乱励萄業ゴ巷

卿七ゆδが

窃日向

r

響

．
倉
》、、

，

唖Fr

n

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
ひ
よ
ヂ
、
レ
＝
｝

踊
り
、
ひ
ゆ
う
が
サ
ン
バ
、
搬
踊
隊
、

．
ヘ
レ
ー
ド
は
午
後
し
時
．
．
．
卜
分
か
ら
．

「．

ﾐ
ょ
っ
と
こ
虹
へ
祭
り
」
の
・
王
役
は

あ
な
た
で
す
．
ご
家
族
や
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
、
歌
っ
て
踊
’
．
て
、
H
頃
の

ス
ト
レ
ス
や
．
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば

し
ま
せ
ん
か
．

．
閏
い
へ
口
わ
せ
は
実
「
臼
委
員
ヘ
ム
竪
務
局
一
市
商
」
観
光
果
麿
内
線
2
6
3
5
〕
へ

〈プログラム〉

HI時　間　帯　1　　内　　　　　容　　　　会　　場
．一　　　．．　　　　｝　一　　　　　　．一
　118：00～　　　i〔交通規制開始｝

2118：3・一21：・・1・露店｝

　．19：00－19：30．参加連受付　　　　　　　　　　　本’　　部
日：19：30－20：00　開会式〔’91三スひまわり発表｝　ステ　　〆

　，20：00－21：〔〕O　Lよっとこ踊「｝「緊存膠芽嚢範1貞賃　 路　　　．L

〔勧　　　　■ゆうかサンへ騨隊、ノルート
　　　　　　　　μ交通規制解除｝　　22：〔｝〇

　一」一　一　　　　．．　一．一　．　一一
　112：〔過一　　　〔交通規制開始｝
　…14：〔過～21：00〔物産、購店〕

　！14：00～18：001rどもふれあい広場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　路　　　ヒ
　…　　　　　　1　　　　〔らくがきハウス｝

　　　　　　　　！　　　　　〔うなぎつカ・．みビりレ

、115：30、四．．！’轡誉楽　　．、

　　16：00㍉18：00i歌旙曲選｝権人ニデストィ（イ、大命　λテ　〆
　　　　　　　　　　　18：2卜19：30．カフカフドゴ／コ・コンサート　　　”

li　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・．

　1艮9：30～21：00：ひょっとこ踊り．保存隻榎範1貞技．　．路　　　L

　　　　　　　　．ひφう力叶ンペ舞踊隊、・・レード
｛iゴ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．1．．．．．．．．・　　　　　　　　　　　　．▼

　　21：00～21：301（閉会式）　　　　　　　　　ステ　　ン

　…22：00　」交i醒制1解除｝

、…13…¶……・・〃・コンサー1　．一・．1一…一・

　1　　　　　　　＊カフカ7ドゴシ］　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲスト’島i寅　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野外又テ・一ジ目

％6i。。．2f：。。．化火夫杢．．．．． @　　細島商業1巷

3

’
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5

　津波一一．一．地震などと違い、実感しにくい自然災害です。というのも、津波に

よる大きな災害の再来間隔が、ほかの天災に比べて非常に長いからです。
　被害の大きい津波災害は、20～30年に1回あるかないか　一．昭和58年（1983年）

の日本海中部地震で起きた津波災害がもっとも新しく、その一つ前は昭和35年

（1958年）のチリ地震津波といった具合です。まさに「天災は忘れたころにやっ

てくる」という格言どおりです。

　海水浴などで海に行く機会の多いこの季節、津波の恐ろしさを知るとともに、

津波が起きたときの対処の仕方などを覚えておきましょう。

　
地
震
を
k
」
じ
た
ら
、
ど
う
ず
れ
ば

い
い
の
垢
、
一
｝
よ
・
，
．
．
た
だ
＋
っ
片
灘
の
…

か
．
ら
離
れ
、
高
ム
ロ
な
ど
の
安
全
な
と

こ
ろ
に
避
難
す
る
と
と
も
に
．
ラ
／

オ
な
ど
で
の
確
実
か
回
報
に
耳
を
傾

け
る
美
う
に
し
て
く
だ
さ
い
　
…
皮

の
・
心
配
か
な
い
場
ヘ
ロ
、
　
．
ー
ー
岐
な
ー
ギ
一

の
．
↑
報
が
発
へ
1
7
脚
、
腫
れ
ま
す
の
で
、
決

し
て
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
．

　
そ
れ
て
は
、
一
岐
警
鮒
貼
や
i
　
…
諏

か
発
ヘ
ロ
さ
れ
た
・
レ
一
う
す
れ
は
い
い

の
で
し
ょ
う
．
海
辺
に
い
る
へ
は
た

だ
ち
に
し
崎
ム
ー
ー
な
ど
の
小
女
く
し
な
場
げ
哨
に

避
難
し
、
確
実
な
情
報
を
ラ
．
／
オ
な

　
ザ
、
つ
か
む
よ
う
に
し
が
、
＜
だ
評
・
・
い
．

－
1
波
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
ら
、
「
濤

波
i
心
銀
解
除
」
、
も
し
く
は
「
．
」
岐

警
報
解
除
」
が
発
へ
口
さ
れ
ま
す
　
こ

れ
ら
が
発
へ
”
さ
れ
る
ま
で
は
気
を
抜

い
　
、
は
い
け
ま
せ
ん

　
粕
取
に
、
す
て
に
波
が
　
回
き
た
か

・
リ
レ
ー
い
っ
㎡
、
「
．
」
り
・
り
大
L
火
た
」
レ
　
、

す
ぐ
に
舞
に
近
づ
く
の
は
非
常
に
危

除
匹
で
す
．
一
丁
波
は
、
眸
門
間
キ
一
お
い
て

第
．
．
皮
、
第
．
．
．
波
と
押
し
寄
せ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
あ
と
か
ら
く
る

波
の
ほ
・
り
が
日
取
初
の
波
よ
り
大
キ
ー
い

こ
ど
が
多
い
か
ら
で
す
．

　
ま
た
、
海
…
厚
の
地
形
に
よ
’
、
’
．
、
、

ほ
波
の
高
さ
が
変
わ
る
こ
と
も
甜
．
ず
，

て
お
き
ま
し
よ
う
田
V
字
刑
や
U
字

型
の
湾
の
奥
は
危
険
で
す
ご
一
れ
は
、

一
波
が
広
い
外
洋
か
ら
V
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
U
、

　
諺
水
浴
や
ボ
ー
ド
・
セ
ー
リ
ン
グ
．

釣
り
な
　
て
毒
に
豹
く
と
き
に
は
、

そ
の
場
　
町
が
ど
う
い
う
地
形
を
し
て

い
る
の
か
、
万
が
　
の
場
合
ビ
こ
一
・
一

避
難
し
た
ら
い
い
の
か
を
あ
ら
か
じ

め
確
凹
し
て
か
ら
出
か
け
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
．
ま
た
、
確
実
な

情
…
報
を
つ
か
む
た
め
に
も
、
ラ
ジ
オ

を
持
っ
て
い
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
そ
し
て
．
番
大
事
な
こ
と
は
、

游町

E
一
決
一
げ
て
汁
N
く
み
な
い
こ
と
、
こ

れ
に
尽
き
ま
す
．
．

’専

■

河．
{．

「
圏
山
一

U
存
r
謎
の
而
の
一
興
へ
暫
　
む
と
き
、
一

波
が
狭
い
ほ
・
，
＼
集
P
一
ぜ
．
と
転
「
こ

は
．
ー
メ
ー
ト
ル
を
超
す
大
一
皮
に

な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
ナ

’
、
き
ま
す
「
地
氏
イ
コ
ー
・
…
ぱ
、

即
実
二
一
レ
一
い
う
考
え
方
を
徹
底
評
、
・

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
か
～
、
チ
リ
地
　
一
岐
の
レ
一
き
力

　
　
幽
一
？
・
・
二
．
り
、
　
・
二
荒
、
　
　
　
／
．

．
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
、
　
「
　
ヒ
．
鋲
　
＼
　
．
」

　
　
“
　
　
　
　
引
　
．
　
．
　
ソ
P
げ
　
r
　
．
ド
～

　
レ
　
は
い
・
’
、
3
，
　
　
漏
力
　

い
蹴
吻

へ
目
な
レ
一
、
　
「
．
地
一
k
毒
－
配
．
ト
一
な
い
の
r
、

〆
津
波
警
報
や
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

．
一

　　て　ビ　で1は　地　ビ　火

　　1艦影沓糊護
　　す‘皮　つ　ノ｝よ　り　．h　ノ．）

ま　ピー．は　　　　’ま　｝し会
し　い地　「し次’㌔す　’二
十．う』L地た災起」大に
っ考‘イ’　，ノ　　　　　　’、；「　こ　　　’　た見　1よ

　え　コ　カ　　ヒ　リ　1し模　「

　ノ∫　1あ　　名．ま　　な地
　を「’と　えす「．olll♂く

　徹　iにほて　　以崩や
Fξ‘轡え：：：島乱

発約
表　．こ
さ　i・れ

れ分ら
る以の
言内．i二

βに報
欝竈

擁
　bつ　　　　■

津
波
に
つ

げ
よ
」
ノ

い
て
知
っ
て
お
き
㌔
圭
2

よ
う
に
、
遠
く
離
れ
た
・
・
こ
ろ
で
地

中蚊

ｪ
起
こ
り
．
そ
の
一
皮
が
一
1
を
履

’、

U
、
押
し
寄
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

で
す
か
ら
川
辺
で
地
車
々
感
じ
た
と

き
は
も
ち
ろ
ん
．
日
本
以
外
で
た
き

な
地
下
か
あ
「
，
た
レ
一
き
に
も
「
i
　
か

必
．
要
、
す
．

起

る
の
か

＿」

楽第2・4土嘘日以外の土曜日は、

午後12時3扮まで業務を行いま凱

は
、
ド
て
フ
ー
「
卜
♪
・
，
」
ψ
な
い
鴫
・
は
な
い

か
一
と
思
わ
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と

で
す

　
そ
こ
呪
、
提
案
し
た
い
の
が
ラ
／
す

を
聞
く
こ
レ
　
・
す
　
”
取
近
で
は
、
海

水
浴
な
ど
に
ラ
ン
カ
セ
距
と
を
持
．
・
．

距
、
い
ぎ
セ
、
L
広
の
「
で
㍑
島
木
阜
一
爪
一
「
む
謀

り
習
え
’
、
い
ま
す
　
な
る
べ
く
ラ
ジ

す
を
聞
一
臭
う
に
し
、
地
震
々
感
じ

た
レ
一
匁
、
」
り
・
て
・
り
で
な
い
レ
一
詮
㌔
’
つ
、
一

波
の
情
報
、
い
．
わ
ゆ
る
澤
波
告
報
や

注
ん
報
に
敏
感
に
な
る
よ
う
心
」
け

士
ム
ー
レ
ト
ひ
・
つ

　　　　　　　　1分間の黙とうを戸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　南は、　　　　の　　　　　　と　　　　の

　　に、Lド和を「頼い、広島、　k崎の原炉犠判菖ク）ダ）

い福を祈るために1分間サイレンを鳴らし圭す　また、

8Fj15Uク）辛～1旋、；己念「i：二1よ、」Lノ「1二1・41二く1ラ｝艮｝】→ナィ

レンを鳴らしま．1一、市民のみなさんは、そク）場で．野と

うをお願いします

分　で．牛　た　Ff三

け　■以大線こ
しましきのれ
てたク）さ1十もま

い　’風を径て
た一，が　 ’．． @’

強Iil吹　．で．一

さ心い毎階f」
を気て秒吸　ミ
’圧い　1・分　リ

rし 驪uけバ
最　で．範　メ　し　1

大　 1；皆　 　睦1　　1　　て　 rレ

風汲L一　トい等

　
台
風
に
よ
る
災
害
を
減
ら
す
に
は
、

気
象
情
報
の
日
「
さ
、
．
止
確
さ
が
大
切
で

す
．
な
か
で
も
気
に
な
る
の
が
、

ム
U
風
の
大
き
さ
と
強
さ
で
す
．
．
こ
の

．
．
点
は
、
被
宝
H
が
お
よ
山
広
さ
と
被

害
の
手
工
を
表
す
た
め
．
わ
た
し
た

ち
の
命
を
守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
」
．
琴

屋
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

の
に
欠
か
せ
な
い
情
轍
で
す

　
し
か
し
、
　
い
ま
ま
て
の
大
き
さ
と

強
さ
を
表
す
基
願
は
、
勇
災
卜
．
．
不

都
合
な
点
が
あ
り
ま
し
た
．
．
そ
こ
て
、

四
月
．
日
か
ら
い
ま
ま
で
の
井
髄
を

あ
ら
た
め
ま
し
た

広報1♪ゆうが

　
昭
和
田
の
．
．
．
大
ム
ロ
回
国
レ
一
い
わ
れ
て
い

る
室
．
1
1
　
〔
昭
和
紀
年
〕
、
枕
崎
〔
昭

和
、
．
卜
占
｝
．
伊
勢
湾
〔
昭
和
．
．
．
卜

四
年
一
　
．
　
な
か
て
も
、
世
紀
の

台
風
レ
一
い
．
わ
れ
る
伊
勢
湾
台
風
で
は

「．

ｺ
関
の
下
駄
が
．
．
げ
い
た
な
と
思
っ

て
か
ら
、
水
が
酋
ま
で
く
る
の
に
一
．

一
．
．
．
分
だ
’
．
た
一
と
い
う
証
∴
．
．
口
が
残
っ

て
い
ま
す

　
　
「
小
岡
ヒ
垢
」
強
い
ム
ほ
風
」
レ
　
一
－
L
八
刑
肛

て
強
い
台
風
」
で
は
．
ど
ち
ら
の
ほ

・
り
が
強
い
風
が
吹
く
の
弥
」
一
「
よ
・
つ
．
．

変
．
史
凱
嗣
の
基
騨
で
は
、
　
「
小
型
て
強

い
台
風
」
と
な
り
圭
す
．
．
風
は
、
水

が
坂
を
流
れ
る
よ
う
に
、
気
圧
の
高

い
方
か
ら
低
い
一
3
う
へ
と
吹
き
ま
す
．
．
、

そ
の
坂
か
々
，
心
な
ほ
ど
、
つ
ま
り
気
圧

の
’
司
配
が
大
き
い
は
F
一
空
〃
（
の
砒
れ

は
速
く
な
り
、
風
が
強
く
吹
き
ま
す

こ
の
場
ヘ
ロ
は
ド
一
ち
・
5
2
も
強
い
ム
目
風
て

す
か
ら
、
中
心
気
圧
は
あ
ま
り
変
わ

り
ま
せ
ん
　
し
か
し
、
大
き
さ
の
点

か
ら
み
る
と
、
小
刑
h
の
ほ
う
が
｝
ミ

リ
バ
ー
ル
の
等
圧
線
の
半
帖
か
小
さ

く
な
り
、
気
圧
の
匂
．
配
が
急
に
な
る

た
め
、
逆
に
風
が
強
く
吹
く
こ
と
に

な
る
の
で
す
．
．

　
つ
圭
り
、
こ
れ
ま
て
の
基
亨
て
は
、

「
小
型
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず

一
一
’
ン
「
」
八
刑
．
一
」
ト
り
臨
瓶
い
風
の
範
凋

が
狭
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
す

　
こ
の
μ
壁
の
変
．
史
で
、
二
う
し
た

．
小
都
へ
μ
な
声
∂
な
く
な
り
、
．
．
．
．
口
集
ヒ

お
り
の
し
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
　
．
台
風
の
姿
り
が
．
止
碓

　
お
　
　
　
ヨ

に
．
毎
力
る
仁
う
に
な
り
ま
し
た
．

レ大きさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　みう　ま速
　　　　　　　　　　　　　　　　　　まなしし＝
みせら場く配坂かを風前強い小し違たで
　　中は・汰急1氏れと基風，、しで拐誘

●「大きさJと「強さ」の新しい基準●
　　　　　　　　　レ強さ

ご存じτすか

す
る
こ
と
に
変
．
史
さ
れ

は
、
亦
又
．
史
翫
剛
と
ど
の
よ

あ
る
の
か
例
を
挙
げ
て

台
風
情
報
の
新
し
い
基
準

　階　　　　級

ごく小ざい

’卜　唖　｛小さい：1

中　匹Ill　I並みの大きさ1

大　雪llI：大きい1

超大’1「1：非常に大きい：1

風逮15m／秒以上の半径

200kln本lr埼

20Dkm以E－3鰍m埼ヒi轟】

30〔｝km∫ユ　E－5⇔〔工kmネこ1「出，

5〔mkl旧ユユ　ト～8〔」Okm堵こ‘」鵠r

．8〔，okm以L

階　　織1　　　　中心付近の最大風速
「，「」　　　　　L・　　17r11／軟レ1：34ノ　．ノ　ト　｝エユL－25m／番少〔48ノ　ッ　ト）塔こ1「埼

並みの強さ　25m．／秒｛48ノ．・ト｝以．E－33m／秒（64ノ．・ト）未満

強　　　」・33m／．秒〔64ノ・．・ト）以i＝～．14r1］／秒（85ノット）未満

非常に強い　44rll／．．秒〔85ノ・ノト〕以L一一54　m／秒〔105ノ．ノト）未満

猛　　1　な　54rη／秒〔105ノ．．／ト以上｝

　
例
年
、
夏
休
み
は
、
r
　
も
の
水

の
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
．
唾
年
・
　

年
…
川
に
水
の
酬
俄
判
と
な
っ
た
中
学
生

以
下
の
．
1
1
　
も
は
ん
L
国
U
㌃
．
．
．
百
人
．
．

こ
の
う
ち
六
片
か
ら
・
へ
月
ま
で
の
．
．
．

か
月
間
て
、
全
体
の
κ
割
に
当
た
る

．
白
．
趾
L
I
・
へ
尺
∂
尊
い
へ
叩
牟
一
詩
レ
　
一
二
・

》
ま
t

　
．
r
レ
一
も
を
水
の
戯
故
か
ら
守
る
た

め
に
は
、
み
ん
な
　
　
ん
な
こ
と
に

一
し
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
囲
、
み
圭

一
冒
よ
・
つ

①
危
険
な
場
所
の
点
検
を

近
く
に
池
や
用
水
路
、
堀
な
ど
が

棚
や
ふ
た
も
な
一
危
険
ム
広
ヒ
心
の
ま

ま
旋
置
さ
れ
ぜ
、
い
る
女
う
な
」
－
こ
ろ

は
あ
り
ま
廿
ん
か
　
も
し
、
こ
う
し

た
危
険
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
、
最
寄

1
1
の
「
一
霞
小
署
か
派
出
所
声
レ
一
に
連
盗

一
冒
ま
一
し
ょ
・
つ

②
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
に
ご
注
意

　
河
川
や
池
ノ
レ
一
で
、
．
r
ビ
も
だ
け

で
水
遊
ひ
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け

た
・
り
、
　
．
声
か
け
て
や
め
ざ
せ
ま
し
ょ

馨
撚
．
…
．
．
瀦

碁
’
　　

@　

C
病
．
．

う
．
ま
た
．
ヂ
ビ
も
の
水
駈
「
ひ
に
は
．

必
ず
大
人
が
同
伴
す
る
よ
う
に
し
ま

一
げ
よ
・
つ

③
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
！

　
保
護
苦
　
が
．
渚
一
－
h
い
て
も
、
　
．
瞬

目
を
離
し
た
す
き
に
二
股
卜
豊
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
．
油
断
廿
す
、
切

児
か
・
り
は
三
二
に
目
キ
一
離
弐
・
な
『
い
よ

・
つ
．
　
一
げ
圭
2
一
“
よ
・
つ
．

④
雨
降
り
後
の
水
辺
は
特
に
注
意
を

　
巾
か
降
っ
た
後
な
ど
は
、
川
や
用

水
路
の
水
か
さ
が
増
す
は
か
り
で
な

く
．
水
の
九
れ
も
速
く
な
り
、
大
変

り
し
険
で
す
．
．
r
ど
も
を
近
づ
け
な
い

、
♪
う
　
特
に
博
　
り
必
要
で
す

水
の
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

　
　
夏
は
水
泳
や
水
遊
び
な
ど
、
水
に
親
し
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
水
の
事
故
が
増
え
る
の
も
こ
の
季
節
で
す
。
ま
た
、
最
近

　
で
は
、
マ
リ
ン
・
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
に
な
り
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に

　
よ
る
事
故
も
激
増
し
て
い
ま
す
。

　
　
水
の
事
故
は
、
十
分
に
気
を
つ
け
れ
ば
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

　
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
激
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

4
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桶
作
は
、
　
い
つ
．
頃
、
レ
＝
一
か
ら
伝

わ
．
’
〃
、
来
ム
～
の
櫓
、
－
．
．
「
よ
・
つ
．

　
市
内
に
’
限
れ
ば
、
へ
F
力
と
こ
ろ
最

ご
、
ヒ
ロ
い
「
．
，
稲
作
一
の
蹴
咀
跡
は
日
」
媚
犀
・

の
後
陣
且
跡
で
、
へ
F
か
ら
．

午
ほ
ど
昔
の
板
付
式
一
壷
が
稲
の
難

を
つ
む
．
右
包
丁
ヒ
．
諸
に
出
ヒ
し
て

い
ま
す
．
日
向
の
米
作
り
の
歴
史
も

け
っ
こ
う
占
い
の
で
す
．

　
こ
の
た
め
各
地
に
は
　
午
を
通
し

げ
梶
m
さ
ま
な
稲
作
の
年
中
行
事
が
賎

瓦
・
．
れ
て
い
ま
す
．

　
た
と
え
ば
田
植
え
仕
夢
の
し
め
く

く
り
に
酒
肴
一
で
祝
う
サ
ノ
ボ
リ
や
曲
．
旧

作
を
配
う
臼
太
鼓
踊
り
も
稲
作
の
節

一
1
や
．
区
切
り
に
催
遷
赴
る
行
雰
の
ひ

〆
．

レ
一
．
つ
て
す
が
．
他
に
も
稲
力
成
育
に

は
欠
か
せ
な
い
火
を
敬
う
水
神
さ
亥

叙
小
り
や
稲
ウ
　
喰
い
馳
玩
｝
一
宝
口
虫
ヰ
一
泊
．
い

払
う
ム
．
ン
オ
で
力
行
事
な
ど
も
残
・
．

て
い
る
所
が
あ
り
ま
す

　
．
平
田
石
の
楓
木
、
区
は
以
怯
別
に
も
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瓶
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☆みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄せください。
広報1♪Φδ」が

　
さ
ら
に
時
代
が
進
む
と
、
農
民
の

不
満
は
大
き
く
な
り
、
百
姓
一
揆
う

何
度
も
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

　
そ
赴
で
．
農
民
の
不
満
の
解
消
の

た
の
、
農
民
り
心
か
ら
さ
げ
す
み
、

「
私
た
ち
の
室
活
は
苫
」
い
け
れ
ど
、

あ
の
「
被
差
別
部
落
民
」
よ
り
は
彰

せ
一
鵡
、
あ
る
と
い
う
起
識
づ
く
り
が

要
求
さ
れ
圭
し
た
．
そ
し
て
，
陵
差

別
部
落
の
尺
㌘
に
宰
や
馬
の
死
体
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処
理
や
処
刑
の
執
行
な
ビ
、
農
民
の

嫌
が
る
仕
事
を
「
．
役
傍
』
と
し
て
押

」
つ
け
．
　
「
『
被
差
別
部
落
民
　
は

怖
い
一
と
い
う
印
象
を
植
え
つ
げ
た

ゐ
で
し
た
．
．

　
江
戸
時
代
の
総
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目
　
．
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万
人
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支
配
し
た
．
わ
ず
か
し
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ー
⊥
・
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ト
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武
」
階
級
は
、
実
に
巧
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な
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・
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、
へ
∵
二
」
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す
．
．
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こ
と
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・
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も
、
被
差
別
部

落
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作
為
的
に
、
意
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的
に
つ
く
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に
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み
、
発
展
さ
せ
、
部
落
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裳
と
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、
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に
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も
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を
生
み
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し

て
い
ま
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．
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．
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献
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▲炎天下に技を競う
　7月】4H蒐大臼ト運動公園1与｝1け易で
第37［司lIr句Il∫i肖1巧操法大会が1制力、れ、

ボンフ1巨、’1型ボンブ、小’竃’1ホンノ積

・阪【ドの3部門に40チーム170尺が出場

炎ノぐド、汁だくになって日頃のJll練の

成果を競いよした

☆広報ひゆうがに載った写真を
　さしあげます。

　前もって係までお電話を！

鯉
F

▲49年目に修学旅行

　第＝次世界大戦の戦局悪化．ご修学旅τfに行けなか．）た迄々津国1く

学校昭和18年度へ許二業生が、49F卜目に念願の修学旅行をしました

　5年に1回同窓会を開い〔さましたが、その度に話題にトがるの
が修学旅行のことでした　そこご、’卜午‘越暦」を迎えることもあ
り、美々津．L町の商業、村IP安さん〔1i〔［1がrl＝頸を．とり、県内外から37

人が参加して、6月27日から11r12日のil程て山ロ県1易田温泉に行

さました、

▲九淵3県に「観光日向」をPR
　「｝f観光協会1：会長・．髄子博市長｝は、ミスひまわりや旅館組合、

民宿閲係者、橘ひよ．）とこ踊り保存会など総勢30人て初の観光宣
伝隊を組繊　7月10日から21rl　3日のII程で福岡、熊本、大分の

こ県を回り、特嵯の」F兵衛酢やパンフレット、観光ポスターなど
を配⊃たり、ひ．よ．）とこ踊りを披露して「観光H向」をPRしま
した

▲熱烈な歓迎て思い出深い大会に　　　　　　　　　　　　’
　全国中学校選抜体育メこ会が、8月19日から2川ま．ごノL州各県て開

催され、宮崎県で4種目が開かれます，この．うち目向市では、全国
から32チーム約6〔｝0ノ、が参加して男女ソフトボールに熱戦が繰り広

げられます．応援や役員などを含めると約1．α）0人が来市されます、

　市は、この大会を広く市民のみなさまに知．）ていただくとともに、

逮来のお客様を熱烈に歓迎し、日向市ての大会が思い出深いものと
なるように願．）ぐ、駅前に行板を．設置しよした．みなさんの声援を、

★連絡先／市企画課・広報統計係容52－2111内線2213
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．
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た
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．
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岡
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．
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．
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落
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触
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た
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ま
た
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．
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荷
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門
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祭
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に
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拝
し
た
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豊
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落
の
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不
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と
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暴
さ
れ
、
殺
さ
れ
る
と
い
う
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1　保健婦だ（fO

　　高齢者、病弱者の夏の健康管理

　　じめじめした梅雨が明け．暑い夏が

　きました。而い温度と湿度は、健康な

1体の者でもこたえます。まして、而齢

　者．病弱者には一段と厳しく、世話を「
　している家族は大変です。

　　そこで．体調よく夏を乗り切るため

，のポイントをお教えします．
1①涼しく暮らすための工夫
1　イ，不要物を整理して部屋を広く、風

　　通しをよくし、すだれ、打ち水など
　　見た1．1にも実際にも涼しくする，

1　ロ．クーラー．扇風機などを積極的に

1　利用する。…適．切な利用により快適
1　な環境を作り出すことは．体ノJのな1　　い者にと・っては必要です、

　ハ．熱めの湯で身体をふいたり、氷枕
1　を利用したりと事軽にできることを

　　こまめに行う．、特にオムツを使って

　　いる入はこまめに手当し、あせも、
　　オムツかぶれを予防しましょう、
．②食事の工夫

2募雛1鞭難鴛
1　　かりとれるように工．夫をしましよう、
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　ヒ　　　き■8　月22HlO：〔坦～15：1民レ　＝

　ところ■ri∫中央公八三館

i岩佐政彦．．佐々イく龍彦弁護レi

iに相談を受けていただきます、

i　．．チ　　．、，

i「資源のむだづかいからここi
iろっかい」

…端、

　廃物〔不用品｝をアイテ．．アにi

｝よ・って1厚利用した作品を募集i

｝村　　象■市内の小・中学生i
；応募規定■工）作品……廃物をi

利用したもの　こ「’大きさ……i

　l’．以内　ゴ出品数……1人i
につき2．執業で　≦£己f乍1冒8にはi

i必ず次の票をつけてください、i

献血1δ心の贈06の

NTT日向営業所10100～12：30

千代田病院14：00～15：00

山昌＿　市　役　所（成分献血）　10；00～15：00

所
一
校

勘
学

　
会
護

役
脇
看

　
シ
准

妙
向

市
一
日

．
國
、

「【．

g
21

10：00～11：30

13＝00～15＝30

第一糖業株式会社10：00～12：30

南海旭株式会社14＝胆～16100

申し込み・問い含わせ■市・
［hl《、；果1：容「勺辛泉2139・2140：1

5頃ロジ．’． 謠d車．じ～．

発　生

18件

（一3）

亡

〇
一

ピウ

〔

負傷者

23人

（↓2）

内は庵11上．ヒ．

物損．事故

　128件

（＋4）
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㊧
　右．しのマークは、障害者のための匡i

際シンボルマーークです．．

　障害者が利用する躯なビにこの表示

が必要なかたにはステ．ノカーをさしあ

けます、大きさは、直径9cmてす．

　ステッカーの必要なかたは、福祉劇
務所〔倉「勺線2171、2169）まて

　※このステ．ソカーを貼．っても、法II｛」

には何の規制力もありませんので、「凱

屯禁｝止除外指定中二標章」が必要なかた

は、公安委員会へ，

　市は、文化の向ヒ発達に特に』1貞著＝な

業績を有するかたを顕彰するため昭和

43年度から文：fヒ賞を制定しています、

　午で1度も、次により受賞候補者の推

1湾を・受けf寸けます、．

村　象■日向市在住者填ひ．市に所rlす

　　　る施設、団体又は市出身者で

　　　市の文化向L発達に特に顕著

　　　な業績を有するかた，

長　賞■学術、芸術、長術、体育の各

　　　部門および特に二化関係のユカ

　　　績ヵ頑著であると泌められた
　　　者〔　・般功ツナ）を顕，3します．

【推蒔ノ∫法】

推1鮮．，辱〔教育委員会、中央公民館、3関

所にあります〕を、8月31日圭で．に市

教育委員会に提出してください
【問い合わせ】

II∫教でf委1ξfき紐：ニミ教でf［1叡1．含1勾辛泉24251

思‘3やりの心τ豊かな人間関係を

　宮崎県では、今年から8月を人権啓発強調月間と定め、

期間中、県内各地で人権啓発に関するさまざまな行事を

行うことにしています。

　日向市で．も、同和問題をはじめあら

ゆる差別をなくすために、環境守1．備を

実施し、いろいろな啓発1歯動を行一．．，て

います
　．ニノしド）ノ）1「えり糸IL．み；二　よ　リ　、　’ノ・f㌻rlこJノ亨

別の解消については　・定の成果りしが

りましたか．、心理的差別の殉午消につい

ては、いまだ1．分とは言えない状況で．

す

　この心理rr」差別を解lll∫するためには、

私たち　・人　・へが．相fの・：（場に・：疋ン．．て

尾え、ff勧むするなビ、人ク）斗南．みがわか

るへ権　比肩を身につけることか必要で．

す．

　この機会にもう．度、人権について

真剣に考えて、差別のない明るい社会

’♪くりに月文り辛且みましょう、

　リ己酵打ζ養iヂ当は、父と生、，1を［司しく

していない18歳未満の児童を扶養してい

る家庭1母」∵豪庭など1の生q「安定と

自・1仁そして児彦ク）健全育成をはかる

制度で1す

　ごノ）児激扶養r当を受1ナているかた

は、毎年必ず1ノ諦ク）養育状況と前「卜分

の所得を届け出なければなり写せん
　／ド年も、　8月1211から15i．1圭で．rl∫役

所て受1け付けしますので．、指定された

日1：ハガキなどr、通知します）に必ず

おいで．〈ノごさい

　あわせて、母拐家庭医療費受給者資

格。Iしの史新も行います

【持ンて未るもの】

1甲鑑　ハ児’詮扶養予’㌦．1「．菩　二母1㌃

家庭医療費受丁へ資格、ll　1世帯全員の

住民．票の写し〔母r．iゲ療だけのかたは

除きます）　⑤健康保険証　⑥所得証

明書（今年1月2日以降に転入したか

たは、前住所地の市町村から平成2年
秀の所得証明書を取り寄せてください。

所得証明用紙は、福祉事務所に用意し

ています〉

　届けllBかないときや，正当な理由，ノ

なくエ才したとき：よ、 12目・受丁［1つ♪1：8～

11月分｝からr当，ノ乏けられなくなり

期間中に行われる主な行事

ヒ　 き■8月2日ll【　 9．（m－16：〔1〔．｝

ヒころ■市1レ央公民P官

1．駐日央日時

　8月10日U〕16：0〔｝一16：55d「MK：1

　8月17日〔D15：55－16：55．　MRT：1

2、ケk日り乏［i＝菱［曲i

　8月10日・・……・㍗ト■）岡三

　8月17EI…　77・P一　二日目鉋1玉ク）カ・カ　み＝

発売枚数■1〔〕o．oo〔｝枚

す邑売場所■県内の塑；便局，

騨謝繍から二圃

圭すク）て＼二‘i㍉しを

　くわしくは雨福祉」1二務所1費内線21

63、　2164）　〆．＼

　県身体障害者史生村1。炎所は、次のヒ

おり身体障害者〔児〕の巡回相談を〒fい

目す　争年度から．予約1制ヒなりまし

たノ）で』㌧則定日の10日前まてに市福祉

Fド務所へ申し込．みをしてください

　なお、f暇芝付診断、「卜金・職裏相

汰∫ビは行いません

内　容■1袖装具交付の要ゴ季｝り定と補

　　　｝く具の処ノ∫、1童含好日　2身

　　　体ll章害者史生抜、1隻施設入所ノ）

　　　要’沖1定
斯1　日■↓8月22EI　延ド司r行子Lニセ瞠1｛峯1ヒ

　　　センター　．＝10目24日　目向

　　　市総合福祉センター　、12月

　　　12日　延岡市社会ll，1祉センタ

　　　一　 ↓2月2711　延1、111f子卜∫き

　　　観祉センター一

くわしくは福祉事務所（倉内線21691へ

　警察では、8月を「身1亡確Hj強調月

間．」　と定め、行ノ∫．不明者を捜す相Fl人所

を開II吏します　どうぞお気軽に相、1人に

おいで．く，＿さい

レ市腰ニュース・行事は薦政テレホンサービス辞麗魂◎◎⑪へ

●市役所の代表電話番号は52－2111番です

県∴察本部i曳尋■8月1［ト31日

市鳴ホ含業厨．センター■8月8日～9H

　柑。べは無琳トで』す　村11汰：二1～Uする秘唐

は賊｝＝します　相。へには、行ノ∫不明苔

力唄写真や身体特徴1ほくろ、あさ．．、

r術7）あと〕なビ、本尺を碓そするr

掛かりとなる資料を持参すれば．参考．；二

なります

　IlfはII亀1’卜1御餌ケ1111公園に焼肉カイ、

Lダ）る施芝を作り、　こ才一まてバ（ざん

ノ）かたか利用されてい圭す」、ヒ日は

、毘雑i．してこ丞惑をおかけしてい圭す

　この」離を屯田するため、焼肉施。之

を利用二希望力かたは、81112日⊥ス降

力利用から，；約が必要になります

」二約要領■之1肇｝＝で．l11し．i．生む：申込用紙

　　　　は、市商L観光「木と各支所

　　　　にあります1
1｝l　j生　先■1｝∫1ゼ臼1：二見ンヒ、1叡　含1勺辛泉2635：1

※焼肉施。之以外の場所1よ「．火気厳f、、

てすから、ご協々を　また、ゴミは責
任を持、て持ち飾｝．．．．てく尾さい．

　いつで．も涛、しく寒しい公園を利用で．

きるよう、お圧い’O㌧2げましょう

広報1♪ぬが

11：fj．陰lr　「〔■　 1　「i三1吐㌧ワ＿弓、イ9

かた　　孚現在」司lrrは流：は

「多い｝1．．ζうヒ．言．るi「眠咲．々昏

約者ナ含む㌧ノおるかた
ぼ．収入，、1．響は、入居者’乏ひ．

同居視族ノ）過去1孟柑削の1F

均月刊財［得1控除1麦∂1樗

はll万5下・Plを超え．191∫8r・

円以ド．2種「まllノ∫5　f．lIl以

ドてちること．1住民税の

滞椚がないこヒ

　　　　　　21r成2彗

分ヵ所．得IUI射｝　二論与・収

入者は、過」こ1「ト問ノ）÷1，与．

叫疋尺、II明1辱　自営よ者なヒ．

；．丸過去1年聞の目辱ll収芝

明ill膚　耳．住民ド乙の完椚。止

El月辞　さそのはか、　rl∫カ」嗣

点する詐順

申L玉z吐問い含わ．ぜ■rl∫．ラ皇と、r果1智

1勺｛…泉2346）

　　　　統計グラフ
　統計思想の普及と、麦現技術の向L

をはかるたダ）、小学＝校からた学＝までの
児童．学二生埴ぴ．調乏から不允r辻グラフを

1募果しま．す．，、課題「は白lh

…締切■9用・日照謝　　　1
！」垂イ・f．先■⑭880｝＝｛崎「甘f昏商通東21．｝llO　！

1　　　　　番1号・　県企画調整部統。卜課　I

I　　内宮崎世塑三一一一」

　一夢　きらめいて　を’1崎ノ琉力ド．

ゐスローヴンのもヒ．1ド成4「1度　国

1白封ヒ皐δ↑本，21旧1岸されます　 lilrlj4fで．は．

｝君女ソフトホーレヒ女」「・バスケ．ノトぶ．
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．
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。
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。
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住宅三の入居者を募集します．　　　　…

募集期間■8月1日から9［1圭で　i
麟三住宅■メ砂住宅4ri一・第1穂2　1

　　　　DKI戸、2LDK2戸一

　　　　第2種12LDKI函　旨

趣資格厳繭哩・獄・鋤引
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夏
の
小
麦
色
の
肌
は
健
康
的
で
す

し
、
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、

海
水
浴
な
ど
で
の
肌
の
焼
き
過
ぎ
は
、

紫
外
線
の
影
響
で
シ
ミ
を
残
す
原
因

と
な
り
ま
す
，
で
き
る
だ
け
告
ぐ
、

手
入
れ
し
ま
し
よ
う
．
、

　
肌
が
赤
く
な
り
、
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る

よ
う
な
ら
こ
れ
は
焼
き
過
ぎ
。
応
急

毛
」
当
の
最
益
口
策
は
、
冷
た

い
タ
オ
ル
を
顔
に
の
せ
る

な
ど
の
冷
湿
布
や
シ
ャ
ワ

ー
を
浴
び
る
な
ど
、
と
に

か
く
冷
や
し
て
火
照
り
を
鎮
め
る
こ
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で
す
。
肌
が
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つ
く
と
き
は
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水
と
油
を
た
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ぷ
り
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
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分
の
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給
に
は
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綿
の
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か
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冷
や
し
た

．
ワ
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乳
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な
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し
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よ
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て
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に
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て
る
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よ
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で
し
ょ
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給
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け
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た
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入
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ま
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。
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と
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．
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。
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富
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焼
け
し
た

肌
に
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果
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す
．
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マ
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じ
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り
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て
、
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じ
よ
う
に
す
る
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で
し
ょ
う
。
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カ
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す
．
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．
四
一
．
た
皮

　
　
　
　
で
肌
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す

　
　
　
　
る
の
も
．
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．
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｝
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便
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す
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世　帯　数　　凪3191h！帯

F

、

男

女

［1　　　58．2工［2　欠

27，275　へ

3〔1．927　へ

市　県　民　睨

lll民健1｝保険脱

「レ

堰D＝も

・＿5．

2国］．

2明．

市税は納期内に納めましょう

繭築三師会だより

8．

　／ド月は、1耐｝医院を訪れた人がビん

なP療サ‘．一ビスを受けられるかについ

てお1馬ししましょう　しかし，生まれ

た1ポかりの軽ん坊と80歳の老人を　．轟

にrl蛇II古するノ）は難しいので．、　F卜齢順、二

まず赤ちゃんから、それも生まれる前

のことカ・ら々台ダ）た」・ヒ，慰」・圭．孟一、

　妊娠中に、規知らずが痛くなって受

診されるお母さん、歯の緬みや歯肉噛

ぐき1を腫らして来られるかたが、結
牛侍いら一．，しゃいま3－．

　これは．妊娠初期に、つわllのため

歯磨きがおろそかになり，ロノ）中が不

L察になり」やすく、さらに、ホルモンな

ヒ「の関係で，幽肉炎やむし歯になりや

すいためです．また、初期で．は、胎児

の目論か不安定なので，急を要する冶

療で．なければ、中期圭で待つのが好ま

しいヒいえま．重一　　　　　　　　　　，

　赤ちゃん7噛は、妊娠7週頃からで

き始めていますので．、妊娠中の母親は

ト分な栄養をとり、

規則liしい生ゼ舌をL　　　い’．．

　　　　　　　　馬

ほけん，1
鋸
而

「）9

　3か月児　　　　　　　隔
日　謬与圏8月9日、23111：3：｛川．一14：｛1〔　

土易　　Fi斤■IIIrIj∫呆伍L　II　　　I容52　 51〔U．

蔑．・1．象■』二成3「1∂IPIまれ

　7か月児
ll　閏．宇■8月16日　　　13：〔工0～14：0〔1

上易　 師匠■日ドIlf果健けr　　　「容52　 51け1：1

婦　象■LF成31｝1月’1ま赴

　1歳児
H　 日芋■8月6il　　l3：rl〔．1－1．1：〔Kj

ナ身　　 ［i斤■Ilf毛L）で｝書晶杓［．　　　　容52一一2572：

丸1　象■噛1己成21卜7月哩まれ

　1殻6か月児
日　Il芋■8月20［i　　l3：け〔ト141｛［〔1

上笏　　ト｝斤■Ilゴエじr｝峯1「11；峯1［　　　：君52　－25721

娼f　象■11こ「」文2彗こ1目博三圭オL

　3歳児
日　時■8月2［l　　l3：0〔ト14：｛｝（｝

場　所■目r向J保健lil｝．　　1容52　51011

虻・1「象■昭和63fl己7月Flまれ

　※時閲はいすれも受1寸』力時問てヨ・

　　母ゴ．健康f帳も忘れずに．

　市健康管珪センタ．・．廷芝r事に伴い、

8月力・ら1r｝kり己健し廷村1、1札、　1けヒ6カ月力・

児健弓参涯、f防接看1「集団接手むよll∫

総合・粘1紐＝漫＝ンクー；二、　3・1，気ワ己健辱、FI…）’直

はIli司f呆優」」斤に’起施上易所．を旧史します

　1醤1いr7わ→士はrl∫健し｝ξ省；F艮、，叡　1容1勺辛泉

2156｝へ

⊥1．「IIド尋、力各称募響一：＝は噛3目：ml圭

．．にllf内7ト　ら鋤71力応募、ちり｝賊

生な審《「，弔。果，次ノ峠．）に決定しま

した

　　　　　　．耳川た甑
痴・「ユ11坦さん．宮崎ll戸　松屋曜停ん

・同弥　北林秀実影t延同rlfI

　　　　　　．月’u「皐斤矯．

看［11日勉　 さ　〆し　　セ「∫山、堵「！f　i

　　　　　7神止∪く橋．
目♪武之ざん、、L、ヒ‘〔敦さん　ノ工目市

松イ（健．ざん．財比毒．

てほしいもので．す．

　このこヒが丈たな

歯を持った∫㌦どもに

する第1歩なのです

裟猛
‘！／N〕ご．

　　．一二　．．一1

　曳休～　1日、埋！覧．＝．rh

ゐ花ひ三わ1域レ「」・て．コ．ま

せんカ・．

ヒ　き■8111δ1臼

　　　昏しト、　1「　　　し」

ヒ．二ろ層梶艦細ム，昌1，お

　　倉㌧道路，［1線、

　　＋トン’・一．ク入11

ひまわりをハ．7に，ひ

よ　ヒニヒミてひまわり4・

モ丁㌧に撮ります

ヒ　き■8q4［i

　　III：111ト．BLILI

ヒニろ■日L’引し．　・

ウノラをケ　．でる尺はコ・る

な十、てね

．等日■＝イψ院．産婦・ケト・1’揚・放

　　　射線科’5．1－44681　iH中h

　　　・’トゲ己唇ト♂052－2515｝　　　　1漏舌【1

　　　斗丙「；完　．十目桝1・テ噂IT　f｝♂●54－28〔〕〔

llli■角丈耳占兜，叶三ケト千引「ゲ「：）七　4●52－81911

　　　［1ゴ｝釈［ケ　「：レと　1：1勺　・　ll∫ll号千1♂●52－4〔1

　　　46）　　　・k田［ケ　1ろ芒　1「｝｝三婦ノ＼舌「ト　　52

　　　－3388：l

18日■［｝ガヒて「勺手1｝監｝II号f十　1♂●52－81181

　　　長田医院・耳鼻・ll因1喉千千’52一

　　　〔｝266）　大ク、保国；）ひレレ胃腸

　　　唇斗♂●52－5338｝　　ドiイμ丙1；完rl勺・

　　　ケ斐・ノトリ己・1［乎［り乏旨厚舌「ト’63一．13651

25日■川rクリニ．．・クlr必・珂学療法

　　　fモ♂し52　　5．188〕　　　IHl11，1丙F完q勺・

　　　与気　・ネリ辮ヨ軒ト♂●63－2211｝　　　日「rり

　　　内科u勺・．’1・児・胃腸科’52一

　　〔〕880｝　　乖噌¶属qゲF完　1戸了≧婦・田」1匡」

　　　手盛♂●63－1〔）59｝

　※当番臣がかわるf易合力．ちります

　　丁レホンサービス1甥53－121細

　　で．碓はを「

　　恩　給・扶助料・年　金・
　　特別給付金等の移動相談

　戦没者遺族・戦傷病者・旧金に入等の；

みなさん、次のll程で．移動相談を行い！

ますのでご利用ください．
と　き■8月8H「乏f寸二月1；…DlOσ一一jl：、＝：

ヒころ■市役ri斤2F皆委員会室

印

刷 水の週間8／1～8／7

帳
犀
写
真
印
刷
株
式
会
社

■愛のご寄付徹称略）

社会福祉協議会へ（香典返し611～6／30日分｝

〉うくミスミ1・ヒ良〕〉引；ヨド〔イトエ1堀

』ノP＞Ψ一景、幽佗1：樹rl川）〉’1’L．．

「’代〔山D＞戸高弓ミの樋り〕ノ米
良セイIF・lqDレ高右目F庭　llllわ

〉大谷1’し箕1新生田1．1＞勧1もヒ断｛’II：

場｝〉斧竹却切2ゆ・政気庭r・｛地
蔵）※この欄に記1威し．ているのは．喪
il名です

今月の表紙
評「

　7月19日か、幽ド

21日圭て丁田鵠巷

第、りか．もり圭し

た　　．これに花を　　「

1」え　　「ノゐ丁団島　　’．

f辱しでド
Fi1i．　　　　　＿　，7　 ，、　　　　　　　　　　　　 ／‘

　二と．．も神輿

　く1民抽いノ・法叔噛

いし・陣頃1隊、、，

掛：．トなカら保育・

ゐ、」1」・mを蝿三リ歩（L．

∴な声援ヒ／．．コい呈．

謬
、

W
▼

魚
虎

　　　　　　　，　　」
　　　ロ、｛リ『妄ノ．ワ21

オー一．汁イ．子一ノ．嚇1・1十，！

．から宮ゐ1神召重て
　　　　、　　　　　

．’　 幽　　．　　　，　 み　 F∫、

　　　、　‘u　＿々．　r自．，　nr

　　　r　　委．

ピリオド　＜ξ睾
　悔rL！．明：ナたとたんに臭ボ番に突入．

　市民総参1川で．植えたひまわりは、梶
イくに区：正（ρり1〔N｝人、→ナンバーークにJc会

員と駄々津おきよ会会員4U人、細島．1

区には、延岡学園高目気の生徒160ノ、か参

1川「て籍，を除去していただいたお陰

てIII貝調に桂育しており、まもなく満開．

　こちらは、」里Llの9國猛暑”にいささか

パテ気味で．すが、この夏も細島‘も祭り

をF芝り」りに、　「まとんと．．｝り，固グ〉ようにイ

ベントやfrl功・目白押しで．、ゆっくり

，L暑…　とはいかないようで．す、　・N・
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